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第４次府中市特別支援教育推進計画（案）に対する 

パブリックコメント手続の実施結果について 

 

１ 意見の提出期間 

  令和４年１１月２１日（月）から１２月２０日（火）まで 

 

２ 意見の提出者数 

提出者数 件 数 
意見の提出方法（人数） 

Ｅメール ＦＡＸ 郵 送 意見投函箱 窓 口 

９人 ６７件 ８人 ０人 ０人 １人 ０人 

 

３ 意見の概要及び意見に対する教育委員会の考え方 

章 分野 主な意見の概要 意見に対する見解 

第
１
章 

推進計画策定の

背景 

(1)文科省の「特定分野に特異な才能
のある児童生徒に対する学校におけ
る指導・支援の在り方等に関する有
識者会議 審議のまとめ～多様性を
認め合う個別最適な学びと協働的な
学びの一体的な充実の一環として
～」（令和４年９月 26 日）を追加し
てほしい。 

〇今後の特別支援教育を推進してい
くために必要な指導・支援であると考
えています。 

(2)特別支援教育をめぐる動きとし
て、新たに「２２年９月に出された国
連障害者権利委員会の第１回対日審
査勧告」の項目を立てること。 

〇市教育委員会においては、第４次特
別支援教育推進計画の理念として、共
生社会の実現に向け、子どもたち一人
一人がもつ多様な能力を多様な学び
の場において最大限に伸ばし、子ども
たちの自立と社会参画を目指すこと
を掲げています。 
地域の子供が地域の学校で学び、個

別の教育的ニーズのある児童・生徒に
対して、その時点で教育的ニーズに最
も的確に応える指導を提供できる、多
様で柔軟な仕組みにおいて、児童・生
徒及び保護者の意見を最大限尊重し
た教育の一層の充実を図ることが重
要である考えています。 
 

(3)計画を「国連障害者権利委員会勧
告」を踏まえたものに見直すこと。 

推進計画の基本

的な考え方 

(4)「多様な教育」などといってごま
かさないこと。どの子もどの親も、普
通の社会で当たり前に暮らすことを
望んでいる。親が、子どもが望んだら
どうか合理的配慮を尽くして望みを
かなえること。そのことが社会全体
を押し上げる力となる。 

(5)国連勧告を踏まえるならば、「交
流及び共同学習の促進だけではな
く、共に学ぶための合理的配慮を提
供することを着実に進めていくこと
が重要です」と追記すること。 

第
２
章 

方向性Ⅰ-１ 

通常の学級にお

ける特別支援教

育の充実 

 

(6)ひとり一台のタブレットのアク
セシビリティ機能について、一人ひ
とり好きな文字の大きさと文字の色
の変更等、やり方がわわからない人
が多いので、使い方をもっと啓発し
て欲しいです。また、問い合わせ窓口
はどこになるのか、手紙やホームペ
ージでもおしえて欲しいです。 

〇クロームブックのユーザー補助機
能として、テキストの読み上げに関す
る機能や表示に関する機能等、様々な
機能の活用が可能です。クロームブッ
クの基本的な設定については、自分で
設定することが可能ですが、様々な設
定を組合わせた設定が必要となるこ
とが多いため、学校に個別の相談があ
ったときは、学校は、ＩＣＴ支援員と
協力して個別の設定を行うなどの対
応をしています。 
〇保護者向けの周知については、学校
と教育委員会で連携して周知に努め
ます。 
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(7)支援レベル 1 の児童、又はその疑
いのある児童が、通常の学級に複数
人いる場合（3～4 人程度）の想定は
されているか。サポートの人数を増
強する等、学級の状況に応じた適切
かつ手厚いサポートが必要ではない
か。現状では学級担任へのサポート
が不足していると考えられますの
で、状況に応じた適切なサポートを
ぜひ検討してほしい。 

〇通常の学級には、様々な実態の児
童・生徒が在籍しています。様々な実
態の児童・生徒の特性を踏まえて指導
の工夫や配慮を実施していくために
は、日々の学校における教育活動にユ
ニバーサルデザインや合理的配慮の
視点を取り入れた指導改善が必要で
あると考えています。その上で、改善
が難しい場合は、支援員の活用など、
校内・外の支援と連携し、在籍学級で
指導・支援を行います。 
 また、特別な教育支援が必要かどう
かは、本人や保護者からの申出の他、
在籍学級担任や教科担任の気付きに
より、つまずきや困難さを把握し、支
援を行っていきます。 

(8)発達障害の疑いのある児童につ
いて、どのように支援レベルを判断
しているのか。発達障害であるかな
いかではなく、児童の普段の行動か
ら支援が必要かどうかを判断する必
要があるのではないか。支援が必要
な児童を判定するための基準を児童
の行動により定め、適切な時期に適
切な支援を受けることができるよう
な体制を構築する必要がある。 

(9)デジタル教科書を進めてほしい。 〇国の教科書制度は、検定制度と無償
給与制度を柱として運用しています。 
国は、通常の学級に在籍する視覚に

障害のある児童・生徒に対しては，そ
の障害の程度に応じて，検定教科書の
文字等を拡大等した「拡大教科書」を
検定教科書に代えて無償給与として
います。 
発達障害等により、通常の検定教科

書では一般的に使用される文字や図
形等を認識することが困難な児童・生
徒に向けた教材で、パソコンやタブレ
ット等の端末を活用して学習する音
声教材を読み書きが困難な児童・生徒
に無償提供しています。 
これらの教科書等を活用したうえ

で、児童・生徒が自己の特性に応じた
学習が行えるよう、デジタル教科書の
導入も検討していきます。 

(10)ユニバーサルデザインとして、
マス目付きの書き込み式のドリルが
あることも市内で啓発して欲しい。 

〇いただいたご意見を参考にさせて
いただきます。 

(11)読み書き障害のあるお子さん
を、早期に発見するために、就学時と
1 年生の夏及び冬に読み書き障害を
見つけるためのテストを実施し、早
期発見、早期支援に繋げて欲しい。 
また、WISC-Ⅳを作られた言語聴覚

士の第一人者である、宇野先生の読
み書きテストの取り組みについて知
って欲しい。府中市も早期にこの取
り組みを参考に教育委員会や現場に
導入してほしい。早期に支援するこ
とで、不登校を予防できる可能性も
期待できます。 

〇学級担任の気付きや保護者からの
相談等が、識字障害の早期発見・早期
支援につながると考えています。そし
て、個々の学級担任等が一人で抱え込
まず、特別支援教育コーディネーター
と連携し、巡回指導教員や巡回心理士
等が、都教育委員会作成の「文字の読
み書きチェックリスト」等を活用した
アセスメントを行うなど、児童・生徒
の個々の特性に応じた支援を行って
いくことが重要であると考えていま
す。 
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(12)「素案」にあった文言で、障害の
ある児童・生徒は「可能な限り通常学
級」に在籍という文言が後退してい
るように思う。「素案」の表記に直す
こと。 

〇方向性１の「イ 通常の学級におけ
る特別な支援を必要とする児童・生徒
の指導の充実」において、「障害の有無
に関わらず、児童・生徒が可能な限り
共に教育を受けられるよう（中略）一
人一人の教育的ニーズに応じた支援
の充実を推進します」としており、イ
ンクルーシブ教育システムの理念を
実現していくことが重要であると考
えています。 

(13)計画案では通常学級で学ぶ障害
のある児童・生徒の実践例が欠落し
ているように思う。「同じ学級で学ぶ
子供に学んだことが良い経験になっ
た」と多くの教師から聞いている。通
常学級で一緒に学ぶ、障害のある児
童・生徒のための合理的配慮も同様
に計画案に表記すること。 

〇方向性１の「イ 通常の学級におけ
る特別な支援を必要とする児童・生徒
の指導の充実」における「障害の有無
に関わらず、児童・生徒が可能な限り
共に教育を受けられるよう、個々の実
態に応じた授業づくりや安全・安心な
学校生活が送れる学校づくりを行う」
及び「ウ 学習環境の改善と整備」に
おける「安全で安心した環境で学習が
行えるよう、ユニバーサルデザインや
合理的配慮の視点に立った学習環境
の整備に努めます」と記載してあるよ
うに、合理的配慮やユニバーサルデザ
インの充実に資する取組を充実させ
ていくことが重要であると考えてい
ます。 

(14)障害があっても共に学ぶために
府中市の特別支援として制度化され
ているはずの「合理的配慮支援員」が
ありながら、その旨の記述がない。最
初の項目で、「合理的配慮支援を加配
する」ことの文言を追記すること。 

方向性Ⅰ-２ 

特別支援学級に

おける特別支援

教育の充実 

 

(15)情緒障害特別支援学級の設置、
重層的な支援を急いでほしい。 

〇現在、府中市では情緒障害等の児
童・生徒については、通常の学級及び
全小・中学校に設置している特別支援
教室において、個別指導や小集団指導
を行っております。 
特別支援教室は、インクルーシブ教

育システムの理念に基づき、知的障害
のない発達障害又は情緒障害の児童・
生徒が、通常の学級で障害のない児
童・生徒と共に学びながら、特別支援
教室の教員による専門的な個別指導
を受けることができます。 
さらに、通常の学級において、教科

指導におけるユニバーサルデザイン
を推進するとともに、特別な支援等が
必要な場合には、担任や学習支援員に
よる個別の対応や、合理的配慮支援員
による個別支援を行っています。 
このことから、現時点では、自閉症・

情緒障害特別支援学級を設置せず、現
在の特別支援教室等の支援体制の一
層の充実を図ることが重要であると
考えていますが、引き続き、検討を行
っていきます。 

(16)自閉的傾向のある、児童・生徒の
ために特別支援学級の設置を求める
ことが議会で議論された。計画案で
は検討と記載されている。さらなる
分離・別学の場が広がりかねない。自
閉的傾向のある児童・生徒のための
特別支援学級が必要なことなのでし
ょうか。市教委の態度を明確にする
こと。 

方向性Ⅰ-３ 

特別支援教室に

おける指導の充

実 

 

 

 

 

 

(17)数種類の防音機能のあるイヤー
マフを特別支援教室に設置して、授
業中やひばりのときに、必要な子供
たちが試せるようにお願いしたい。
家庭へお試しレンタルなど。心の安
定や不登校を防ぐひとつの対策にな
ります。 

〇児童・生徒の特性を把握し、苦手な
音の刺激を取り除いたり、軽減したり
するなどの環境改善に努めるととも
に、話しかけ方を工夫したり、視覚的
に情報を提示したりするなど、引き続
き指導の工夫を行うなどの合理的配
慮の充実を図っていきます。 

(18)特別支援教室の退室の判定を障
害の改善が見られた場合としていま
すが、在籍学級で学校生活を送ると
いう特別支援教室の目的を達成する
ために必要な在籍学級における環境
整備を計画に明記すること。 

〇通常の学級において、ユニバーサル
デザインを推進するとともに、特別な
支援等が必要な場合には、担任や学習
支援員による個別の対応や、合理的配
慮支援員による個別支援を行ってい
きます。 
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※方向性Ⅰ-４ 

通級指導学級

（難聴・言語障

害）における指

導の充実 

 

(19)「計画案」アでは、「計画素案」
の「退室を見据えた指導目標の立て
方及び指導目標に対する評価の考え
方の共通理解を図るとともに」の記
載がなくなり、オでは「計画素案」の
「【全ての時間】」の記載が、「【可能な
限り多くの時間】」に変更されていま
す。「計画素案」の記載に戻すととも
に、在籍学級で学校生活を送るとい
う特別支援教室の目的を達成するた
めに必要な在籍学級における環境整
備を計画に明記してください。 

〇特別支援教室の退室は、当初設定し
た指導目標を達成し、在籍学級での支
援につなげていくことです。退室する
ことで全ての時間を通常の学級で生
活を送ることになりますが、継続した
指導が必要な児童・生徒がいるという
ことにも留意する必要があります。ま
た、児童・生徒が必要とする特別な支
援は、特別支援教室の退室により終了
するのではなく、在籍学級等で継続し
て行われることになります。 

(20)特別支援教室の期間を１年程度
という基準を記載すること。 

〇今後改訂する特別支援教室ガイド
ラインに、特別支援教室の運営等、必
要な内容は記載する予定です。 

(21)府中市の特別支援教室で、言語
聴覚士さんの巡回支援・指導を定期
的にお願いしたい。子供の成長とと
もに、学校で必要な読み書きの支援
が変わっていくため、専門家の意見
書を都度もらって特別支援教室に提
出するのは大変。 

〇現在、年４回特別支援教室担当者研
修会を開催しているところです。障害
の特性や児童・生徒の「困り感」に対
する指導・支援が充実できるよう、言
語聴覚士を講師として招聘するなど、
今後の研修の在り方について検討し
ていきます。なお、言語聴覚士の方か
らの児童・生徒への直接の指導・支援
は実施できないことから、教職員の指
導力向上に努めていきます。 

(22)読み書き障害のある児童・生徒
の書字や読み書きのサポートとし
て、特別支援教室での個別支援プロ
グラムが必要。言語聴覚士さん指導
のもと、特別支援教室で指導を行っ
てほしい。学校と医療が連携する必
要がある。 

(23)ＡＰＤ（聴覚情報処理障害）/Ｌ
ｉｄ（聞き取り困難）への聴覚情報処
理障害支援機器が高価です。授業で
使う集音器や、オーカムリードにつ
いて知ってほしい。 

〇状況に応じて、一人１台端末を効果
的に活用し、音声認識アプリやボイス
レコーダー等により環境を工夫し、児
童・生徒の困難さ等が軽減できるよう
に努めていきます。 

(24)ＡＰＤ（聴覚情報処理障害）/Ｌ
ｉｄ（聞き取り困難）など、府中市で
は当事者同士でつながることが困難
であるため、必要な方がまとまって
支援を希望することは困難。 

〇学校が一人一人の児童・生徒の特性
に応じて丁寧な指導・支援が行えるよ
う、面談等の充実を図り、必要な支援
について検討していきます。 

方向性Ⅰ-５ 

特別支援教育に

関する専門性の

向上 

(25)先生たちも読み書き障害の配慮
についてもっと知ってもらいたい。 

〇いただいたご意見を参考にさせて
いただきます。 

(26)先生たちも、教室の合理的配慮
な環境づくり、読み書き障害よる ICT
の学び方について、講習会を受ける
機会を作って欲しい。 

方向性Ⅱ-１ 

教育相談体制の

整備・充実 

(27)教育と福祉が一体となった相談
が実施できる環境整備を検討すると
していますが、児童発達支援センタ
ー（仮称）と教育相談・就学相談との
関係を説明すること。 

〇教育と児童発達支援センター（仮
称）との連携の充実については、今後、
関係部等と連携し、検討を進めていき
ます。 
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方向性Ⅱ-２ 

就学相談の充実 

 

(28)第３次計画に記載されていた相
談は、「保護者からの教育センター就
学相談室への申込みを受けて」始ま
り、就学支援協議会の判断の結果は、
「保護者の了解を得て就学先の学校
へ伝える」が消え、「本人・保護者に
対して就学に関するガイダンスの充
実」「保護者に対して多様な学びの場
に関する理解啓発に努めます」と変
更している。変更の理由を説明する
とともに、相談は保護者からの申込
みを受けて始めることや結果を保護
者の了解を得て伝えることを記載す
ること。 

〇就学に関するガイダンスでは、就学
に関する事前の相談、就学先決定、就
学先変更のプロセスを丁寧に説明し、
徹底するものであります。 

(29)計画案では、「保育園、幼稚園と
連携した理解促進」と表記されてい
ます。幼児期から切れ目のない相談
と支援体制の充実が色濃く反映され
ている。就学相談は、保護者が自発的
に行うべきものであり、早期からの
相談は保護者にとっては、特別支援
教育の方向に誘導されてしまうとい
う懸念が払しょくできない。誘導す
るかのような表記の書き換えを求め
る。 

〇法令に基づいて本格的な就学手続
きが開始される以前の適切な時期に、
就学に関する説明や相談、学校見学、
体験入学など、本人及び保護者を対象
とした就学に向けた様々な事前の準
備を支援する活動を、早期の段階から
時間的余裕をもって、計画的に実施し
ていくことが、その後の就学に関する
手続きについて十分理解を深め、適切
で円滑な就学先の決定を行う上で、重
要であるとされています。なお、就学
相談は、ご意見にありますように、保
護者からの申込みによるものです。 

(30)児童発達センター（仮）イ「・・・
の総合的な観点から就学先を決定し
ていきます」の記載を削除して、「本
人及び保護者の希望を最優先しま
す」に書き直すこと。 

〇障害者基本法第 16条第２項により、
「（前略）障害者である児童及び生徒
並びに保護者に対して十分な情報提
供を行うとともに、可能な限りその意
向を尊重しなければならない」旨が規
程されているものであり、法に基づき
就学先を決定しています。 

方向性Ⅱ-３ 

児童・生徒のラ

イフステージに

おける連続性の

ある支援 

 

(31)福祉との連携として「ちゅうフ
ァイル」と「学校生活支援シート（個
別の教育支援計画）」の接続や、教育
的ニーズに応じた就学先が決定でき
るよう幼稚園、保育園との連携の充
実を図ることなどが書かれている
が、保護者の理解や同意のない中で
情報の収集や提供を行わないこと
を、計画に明記すること。 

〇「ちゅうファイル」は保護者の方が
作成し、必要に応じて保護者から学校
等へ情報提供するものです。また、学
校生活支援シート（個別の教育支援計
画）は保護者と協力して作成するもの
であり、小学校から中学校へ引き継ぐ
場合は、保護者の了解を得ることとな
っており徹底されています。 

方向性Ⅲ-１ 

保護者、地域の

特別支援教育の

理解促進に向け

た取組の充実 

 

(32)読み書き障害は親もどうやって
サポートをしたらいいのかわかりま
せん。市内では、サポートがわからず
諦めている方もいる。 

〇推進計画には、「教職員の指導の質
の向上及び保護者等に対して支援の
一助となるよう、（中略）啓発資料や情
報共有サイト等による発信を行いま
す」としていることから、保護者の方
が家庭での支援等に役立つ情報の発
信に努めていきます。 

(33)聴覚過敏のあるこどもがイヤー
マフに繋がるまで、時間がかかった。 
 

(34)市内や近郊の放課後等デイサー
ビスの情報を特別支援教室に冊子と
して置き、「ご自由にお取りくださ
い」という仕組みにしてほしい。 

〇いただいたご意見を参考にさせて
いただき、関係部等と情報共有を図っ
ていきます。 

第
３
章 

用語集 (35)特定分野に特異な才能のある児
童生徒」「２E」に関しての説明を加え
て頂きたい。 

〇今後の特別支援教育を推進してい
くために必要な指導・支援であると考
えています。 
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そ
の
他 

その他 (36)先生の人数を増やし、業務量を
減らすこと。教育の現場に余裕がう
まれます。児童にとって安全な場所、
心理的安全な状況が確保されます。
共生社会の実現に大切なこと。 

〇いただいたご意見については、各事
業担当課等と情報共有し、今後の施策
運営の参考にさせていただきます。 

(37)ルールを決めてオンライン交流
をすること。障害のある児童も、ない
児童もアバターを利用すること。ま
た VRを貸与し修学旅行や研修旅行を
配信すること。 

(38)メタバース登校について、不登
校児のサードプレイスとして、府中
市でも運用をお願いしたい。来年以
降の運用を目指し、遅くとも、不登校
特例校開校時に間に合うよう、整備
をどうかよろしくお願いしたい。子
どもたちの心の健康維持、居場所、仲
間が不登校の子どもたちには必要不
可欠です。 

(39)スクールロイヤーを各校に配置
すること。全ての児童が安心して教
育を受けるためにも、学校では対応
しきれないような問題（いじめ、ネッ
ト中傷等）を解決する仕組みが必要。 

(40)リソースルームについて、学校
に質問したところ、設置をする予定
はないと言われ、がっかりした。 

(41)不登校に対して、リソースルー
ムの具体的な内容を明確に示して欲
しい。リソースルームでやることを
明確に、時間の見通しを持てるよう
にしてほしい。また、利用方法につい
ても教えて欲しい。 

(42)学習よりも少し軽いステップか
らすすめ、教員との関係づくりや、楽
しいことや工作などもおりまぜて、
スクールカウンセラーも見学しに来
たり、校内フリースクールのように、
ボードゲームも設置したり、参加し
やすいような対応と環境整備をお願
いしたい。 

(43)リソースルームをもっと公にし
て欲しい。リソースルームで学ぶこ
とを隠さずに学校全体の保護者と生
徒が知れるように通知してほしい。
当事者が後ろめたい思いをせずに行
かなくてはいけないのではなくて、
堂々と友達にも言えるような環境整
備をお願いしたい。また、不登校の子
どもたちに接するクラスの子どもた
ちにも来られない子どもたちについ
て、担任からの説明も必要です。 

(44)不登校児童・生徒や保護者が、オ
ンライン授業を申し込むハードルが
高い。教員の負担が増えることを心
配したり、子供の調子によっては参
加できないかもしれないことからの
心理的負担により積極的にお願いす
ることができない。 

(45)不登校に関して、e-learning を
自宅学習の評価として許可するので
あれば、学習の進め方の指導もお願
いしたい。 

(46)不登校のサポートとして、タブ
レット機能をもっと活用できるよう
に授業づくりをすすめて欲しい。 

(47)不登校児童では、習字の紙も希
望するのに遠慮して、学校に伝える
ことができない。 
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(48)不登校の出欠について、欠席が
続いている保護者は、学校に欠席を
伝えることが心理的負担になってい
る。オンライン出欠でも毎日連絡を
するのが大変。早い段階から学校と
のやり取りの調整ができるように学
校から配慮を伝えてもらえると嬉し
い。教育委員会からその啓発も行っ
て欲しい。 

(49)不登校児童では、実験器具を危
険なものでない限り、保護者が付き
添いの元、可能な限り簡易なもので
あればレンタルさせてほしい。 

(50)不登校特例校についての情報を
知らせてほしい。意見を交換できる
ヒアリングの機会を作って欲しい。 

(51)不登校特例校では、自宅オンラ
イン学習コース、好きな時間割に参
加するコース、週 1 コース、週 2 コ
ース、全日コースなど様々な多様な
学び方を希望する。それぞれの学習
ペースに合わせ、その中での頑張り
を認めてもらえるような仕組みづく
りをお願いしたい。 

(52)不登校特例校では、起立性調節
障害の方もおそらくいることから、
後から先生の動画をアーカイブ視聴
できる配慮などもお願いしたい。 

(53)不登校特例校にスクールカウン
セラーを設置してほしい。特別支援
教室もお願いしたい。 

(54)不登校特例校では、部活や行事
もオンラインで参加できるものを用
意してもらいたい。 

(55)不登校特例校では、通学に、自転
車通学の選択肢も叶えてもらいた
い。 

(56)課題などの提出方法について
も、不登校児童では、一部でもオンラ
インで済む仕組みづくりをすすめて
もらいたい。 

(57)メンタルフレンドとして、大学
生のボランティアさんを募集して、
不登校や発達障害の子どもの第三の
居場所づくりなど、市でも団体と協
同して事業として力を入れ支援や啓
発をしてほしい。 

(58)各学校で不登校児童・生徒への
タブレット利用の取組が違い、各々
に良いところがあり、先生たちの意
見を集めて、良いところを導入し、自
宅でも学習しやすい環境を整えてい
ただけたら嬉しい。 

(59)発達障害や不登校に関する勉強
会の講師派遣の費用助成をお願いし
たい。市の勉強会として開催をお願
いしたい。 

(60)聴覚情報処理障害支援機器が高
価で、購入費用を難聴者の補聴器購
入費に含み、市から助成を出してほ
しいです。オーカムリードの購入に
よる購入補助金が出ると、ありがた
いです。 

(61)ペアレントメンターさんを市内
で育成してほしい。進学と就職、不登
校について知りたいたが、マッチン
グができていない。 
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(62)ペアレントメンターを府中市の
発達支援センターでも登録ができる
ようにしてほしい。登録者のハード
ルを下げてほしい。 

(63)精神障害保健福祉手帳保持者の
放課後等デイサービスの通学にかか
る費用（電車代）の助成をお願いした
い。 

(64)発達障害のある方が、ドライビ
ングライセンスの個別サポートを受
けられるように、精神障害保健福祉
手帳を持っている方は、助成をお願
いしたい。 

(65)発達障害や不登校のペアレント
トレーニングファシリテーター（鳥
取式）の資格を取得したので、団体内
外で、府中市の地域で実践をしてい
きたいと思っている。団体内外で地
域の必要としているみなさんが受け
られるよう、講師代金と場所の確保
のサポートをお願いしたい。 

(66)不登校児と家族の支援として、
親子の居場所づくりをすすめ、不登
校の地域での理解を深めてもらうた
めの活動等を積極的に行っている。
不登校児で、必要な家庭に訪問支援
を行いたいと思っている。市からの
サポートをお願いしたい。 

(67)練馬区社会福祉協議会が作成し
ている発達性読み書き障害支援の冊
子を作成して、必要な方に届くよう
啓発を行いたい。事業として団体に
支援の費用の助成をお願いしたい。 

 


